
日々開発されるケーブルテレビ関連機器を、技術スタッフが
厳しい目でチェック！ 実用性に焦点を当てて報告します。
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今回は、IP電話の傾向管理について紹介します。

ケーブル技術スタッフの機器チェック！

IP電話
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私たちケーブルテレビ局の技術者は、プ

ライマリーIP電話やインターネットなど双方

向アプリケーションの増加により、よりシビ

アに設備を管理していく必要性に迫られて

います。

今回はIP電話の傾向管理について紹

介します。

傾向管理とは定期的な点検と診断によ

り、機器の劣化の傾向を把握することです。

傾向管理の定番ツールといえばMRTG

（マルチ・ルータ・トラフィック・グラファ）です。

SNMP（シンプルネットワーク・マネージメン

ト・プロトコル）を利用して5分ごとにデータ

収集します。収集したデータを自動的に日

グラフ（5分ごとの平均値）、週グラフ（30

分ごとの平均値）、月グラフ（2時間ごとの

平均値）、年グラフ（1日ごとの平均値）の4

種のグラフを作成します。これを見れば大ま

かな傾向が視覚的に捕らえることが出来ま

す。傾向は値が大きくなっているのか、変わ

らないのか、減少しているのかがわかれば

良しとします。

図1はIP電話トラフィックです。2014年

10月6日午前、関東地方に台風16号が

上陸したときのものです。1週間前の同じ

曜日のデータと比較して、トラフィックが上

昇しているのがわかります。傾向管理をし

ていれば障害の前兆をつかむことやイベン

トがあった時どのような反応があったかを把

握することが出来るようになります。

電話トラフィックの中身を図2、3に示し

ます。トラフィックはLANアナライザで測定

します。図2ではSIP（セッション・イニシエー

ト・プロトコル）により電話の呼制御が行わ

れていることがわかります。IPアドレスと電

話番号が関連付けられ呼び出しを行うの

が呼制御となります。電話の用語は、明

治・大正時代に英語から日本語に翻訳さ

れました。「呼」は英語のCALL（コール）に

対応します。

図3では、RTP（リアルタイム・トランス

ポート・プロトコル）により音声の伝送が行

われていることがわかります。正常時のIP

伝送を把握しておくと、万一の障害時に何

が原因か解明の糸口になります。パケット

エラーにより、再送が頻繁に行われている

のが観測された場合、原因を調査する必

要があります。　

今回は、傾向管理によるIP電話サービ

スの管理を紹介しました。私たちケーブル

テレビ局の技術者は、傾向管理のツール

を使いこなし、サービス品質を上げていくこ

とが大切だと考えています。

図1：昨年10月、台風上陸の際のIP電話トラフィック　 図3：RTPによる音声伝送

図2：SIPによるIP電話の呼制御


